





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































導書4社4種はそれぞれ出版元別にA社、 B社、 C社、 D社とし43、実践論文は実践










一夜)J と[夢十夜(第六夜)J を連続して扱い、 2作品を 1単元として、 A社・ C社は
「第一夜Ji第六夜jの)1頃に4時間、 B社は{第一夜Ji第六夜jの)1頃に 5B寺問、実践①
は「第六夜J5時間の後に{第一夜J4時間を配分している。 4例とも第 1時限に「夢





























































































































































る C社の[詩句の解説j には、「キリスト教では、聖母マリアら聖人の持ち物で、 19~垢
や夫婦の貞節、至福を表す。また、土中の球根から再生することから、永遠の愛、復活






















































1 .上谷Ili三郎 11 読むとはどういうことかを見直す(原理編]一「注文の多い料理問J(宮 ?~:1~賢治)読書
行為ノート J r <1童話科設業改革双書)(9)読者論で国認の授業を凡泣すj明治1~lf!tIJ\ )J反 199711二3
)'] pp.23-47 
2. 1可書 p.25 
3. 1司書 p.23 
4. I可書 p.25 






6. InJ主t p.101 
















8. 1司欝 p.ll 
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9. 問書 p.l1 
10. 向書 p.25 













1:3 ロラン・パノレト 前掲需 f物語の措造分析j pp.91-105 
14. 1司書 p.97 
15. 1奇書 p.96 
16. I司書 p.95 
17. 同事 p.95 
18. 1司書 pp.95-96 
19. 1司書 p.101 
20. 1司書 p.lOl 
21.同書 p.102 
22. 問書 p.99 
23. 1司書 p.99 
24. 筑摩書房 f精選国語総合現代文編J(平成24ijミ文部科学省検定済)の[羅針盤2 フィクションを読
み解く Ji立、 r級生I"Jに拙かれているのは日常生活からはかけ離れた1立界である。にもかかわらず、
私たちは「下人jになりきり、自身のことのように事件を受け止めてしまう jとし、{フィクション
とは架空の世界に読み手を誘い、 iヨ頃気づかずにいた{もう一人の I~l 分j に1:1:\会うために仕組まれた、
巧妙なことばの装置なのであるJ(p.57) と意味づけている。
25. Mメノレロー=ポンティ『知覚の現象学 2J竹内芳郎 木田元 宮本忠雄共訳 みすず書房 1974iF 
11)j p.211 
26. 同書 p.218 
27. 同書 p.218 
28. 1司書 p.217 
















31. 1可書 p.34 (なお、[J内は訳者の補足した字句を示す。)
32. 1司書 p.35 
:33. 向警 p.36 
34. 1司書 p.46 
:35. 問書 p.47 
36. M.メノレロー=ポンティ政JI党の現象学 1 J竹内芳郎 小木貞孝共訳 みすず書房 1967:1jミ11月 p.83 
37.メノレロ=ポンティは、諸j議官の働きについて、[諸!議官は、物の構造にみずからを開くことによって、
たがいに交流しあう。われわれはガラスの硬さともろさを見るのであり、それが透明な音とともに1lfJ
れるときには、この音も l~j に見えるガラスによって担われるのだ(この筒i~r に原注(1 9) が[おなじ
く問書一一ページ l と付されているが、この場合の1'1司書jとは原注(18)の rSCHAPP，Beitriigc 








とも般かである(この簡所に原注 (21)が fおなじく問書三二 三三ページjと付されて"、るが、こ
の場合の1'1司書j とは原注(18)の rSCHAPP，Beitriige zur Phanomenologie der Wahrnehmung.J を
指す。)J (問書 pp.40-41)とも述べている。
38. l'夢十夜(第一夜)Jの本文は、大修館書j古『国語総合現代文編j(平成24年文部科学省検定済)による 0
39. メノレロ=ポンティは flHと精子I'J(滝m日'rft:if.jt 木EI元共訳 みすず書J)] 1966年11月)において、 li見
党によってわれわれは太陽や星に触れ、われわれはいたるところに、手近かな物のもとにも速い物の
もとにも同時にいるのだJ(p.296) と述べている。
40. メノレロ=ポンティは、前掲警防1党の現象学 1 .iにおいて、以下のように述べている。 I私の鋭部
が私の撹界に入ってくるのは、ただ私の鼻尖とか私の IIJ~誌の輪郭とかとしてだけである。なるほど三






































たl社 1離のみを除き、残りの 41::1:を仮にA社、 B社、 C社、 D社と定める。確認済みの 4社7稀の




iヨ激石 rw十夜J(第ー夜)をJTJいて J r研究紀-'lliJ20集 198811ミ3月 pp.8-23 実践②.寺崎賢
一「読書にひらく文学の授業-rOc十夜(第一夜けから-Jr全国大学国語教育学会発表袈旨集i第
105集 201311三10月 pp.53-56






た生Jr平凡社ライブラリー 402 増補 激石論集成J:;rz.凡社 2001年8n p.86)を指す。
47 パノレト 前掲?翌日折t-の捕造分析.1 p.49 
48. 同書 p.49 なお、同告の原注 (71)には、 11:¥典として iN・リュウェ({フランスの一詩編の構造
分析》、「リングウィスティックスj誌、三号、一九六四年、八二ページ)Jと示されている。
49. 1司書 pp.49-50 
50. i夢-1-夜(第一夜)Jに「男女の愛jという主題を設けた文学研究のうち、指導例によるう1mとしては、
A主1:のSI)日したI)gI王!道雌による{現実の匂いを飽くまで去Ilけて男女の神秘的な交!惑を詩的に描いたj
Ui夢十夜jと「永1:'1小品JJ r激お作品論集 {第1[:1巻} 漆)lIlR U~ ・夢十夜J )，~1j:正 11斉藤井淑:W編 桜
楓社 199111ミ5n p.212) 、 8 主1:の引 JTj した笹測友ーによる iílifj者の I I\J に~J:.死を超えた愛があったに
ちがいないJU夢十夜j印式石iW品論集 {第ILq巻] 様虚集・&;十夜j 烏:JI:正 11首謀:JHJ!H点~;\iJ 桜楓1'J
19~J1 i!ミ 5 月 p.279)と三上公子による{愛する男と女JUi第一夜j考-ifr石[夢 I-{幻論への序Jr激
石作品論集 {第四巻} 様j益集・ W-!-i亙j)，~:J I:正 111号 m妻子 1:淑Hi編 桜楓社 1991if 5 )'j p.253)、C社
の引mした石原千秋による{ある男と女が他界において結ばれる物語JUi夢十夜jにおりる他者と
他界Jr東横国文学j第16号 1984~q三 3 月 p.9)がある。
51 これについて、出典と J~lわれるアト・ド・フリース fイメージ・シンボノレ事典J (訳者代表 IL下主
一部 大修館諮問 1984年 3月)には、 ipearl 真珠jの項目 (pp.487-488)の{一般的意味〕の 2
に「身体=牡蝋、のm比で司は真珠は魂を意味するJ3に「純粋性j、4に I')gJ、5に ilHlIキj、6に i1曜
のしずくとのj主主uの記j主がある。
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52. これについて、同じく出典と忠われる同書 Fイメージ・シンボノレ事典jには、 IlilyユリJの項目
(pp.395.396) に fC無垢、(夫婦の)貞節、至福を表す) 1キリスト、型母マリア(と他の処女母)、
多くの聖人の持ち物J1 (不死(ユリは土中の球根から再生する)、永遠の愛、復活(復活祭の花)を
表す)Jの記述がある。
53. I可書 p.396 
54. 1喜多十夜(第一夜)Jの文cl:1に現われた事物に既成の象徴性を当てはめる文学研究の例として、三上公
子 crf第一夜j考一激石[夢+夜j論への序JfI語文目白j第15号 1976年 2月)によるく女〉の 1刷
= 1"1探く Jr流れるj物質J= 1水J= 1静かな水J= 1限る水J(G .パシュラー ノレf'7J<と夢1Iこ
基づく p.67)、生方智子(r流出する鏡-f夢十夜Jr第一夜jにおけるメタファーの機能Jr明治大
学日本文学i第23号 1995年 1月)によるく女)= 1白雪姫J r眠り Þl:~J (サンドラ・ギノレパートとスー
ザン・グーパーによるヴィクトリアifJ文化における女性像の典型の分析に基づく pp.27-28)、山1:'>1:
( I夢十夜叙説 第一夜-Jr背山詩文j第21号 199Jir: 3月)による「太陽jの出入りとく女〉を待っ
て[百合jに会うこと= 1見色明心J(道元 f正法眼蔵jの霊雲志勤t1j¥(lijが桃の花の詩を詠じた故事
に基づく p.72)、〈女〉の 1判=1暁の星J(道元 f正法l民j故jの「見i問屋悟道する訪仏あるなり j、
r 15:;光録jの「見IYjJ主悟道i三IJ に基づく pp.72-73)、「百合J= r復活Jf永遠の生命J(讃美歌 f基督
教思歌集jr第Slill+三称義世嗣谷間の百合J、f讃美歌』第四百三 1-九番“η1eResurrection" に
基づく pp.74-75)、平沼孝之(11地者jのディスクーノレ そのー『夢十夜j第一夜・第三夜を読むJr清
泉女子大学人文科学研究所紀袈.1XV 1993:Ij三12)'])による「真っ EIな百合J= <女)(ダンテ rtl!qHjJ
に基づく p.120)、などがあるが、{真珠貝jに関しても、 r第一夜jがことさら、白い百合.àl~. の破
片・真珠良といったT@洋の素材を用いるJ(今村みゑ子「激石 f夢十夜Jr第一夜j論ーハーンとロセッ




自白j第15号 197611ミ2月 p.71) として、クノレト・ジンガーの名を挙げ、民信学に考誌を求めるも
のもある。そのような中で、ジャン・シュヴァリエ、アラン・グーノレプラン f世界シンボノレ大事典j




美[激石 f夢十夜j考 1- r第一夜jの示唆するもの J 1m南女学院大学紀要.1Vol.15 2011:Ijニ3






とみなす福i悶苛金光(f打「夢十夜jの「第一夜JについてJ r名古屋女子大学紀要j 第2お5~号号 1979年 3月
p仰p丸.234伶2お35の)もまた、「夢十夜(第一夜)Jの文中にはない(真珠jの象徴性を「真珠貝Jfこ重ねて
しまっている点で¥モチーフの象徴性と同一作者の他作品からの連想に惑溺している。
55. メノレロ=ポンティ 前掲書政1覚の現象学 2J p.219 (注30参照)
(にのひら ともあき 熊本大学)
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